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現在、世界有数の軍事力となった自衛隊。
その原点たる海上警備隊、警察予備隊とは
如何なる組織だったのか。
戦後防衛力の起源を記録した、Ｙ委員会文書と
各連隊公式史を影印形式で刊行。
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◆
…
…
…
本
書
の
特
色
と
収
録
内
容
…
…
…
◆

【
上
】「
旧
海
軍
残
務
処
理
機
関
に
お
け
る
軍
備
再
建
に
関
す
る
研
究
資
料
」

（
第
１
巻
）
よ
り
「
研
究
資
料
」（
一
九
五
〇
年
一
〇
月
）。

【
下
】『
警
察
予
備
隊
帯
広
部
隊
史
』（
第
15
巻
）
よ
り
「
訓
練
」。

刊
行
に
あ
た
っ
て

流
通
経
済
大
学
法
学
部
教
授

植
村
秀
樹

戦
後
の
日
本
、
す
な
わ
ち
日
本
国
の
安
全
保
障
を
担
う
中
心
的
な
組
織
で
あ
る
自
衛
隊
は
、
一
九
五
四

年
の
創
設
か
ら
七
十
年
を
経
て
、
今
日
で
は
世
界
有
数
の
規
模
と
予
算
を
誇
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
か

つ
て
は
憲
法
と
の
関
係
が
激
し
い
論
議
の
的
で
あ
っ
た
が
、
主
に
災
害
派
遣
に
お
け
る
活
躍
が
評
価
さ
れ

て
の
こ
と
で
あ
る
と
は
い
え
、
今
日
で
は
憲
法
に
反
し
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

自
衛
隊
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
発
展
し
て
き
た
の
か
を
知
る
た
め
の
史
料
が
本
資
料
集
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。
再
軍
備
の
過
程
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
は
、
中
心
を
担
っ
た
当
時
の
吉
田
茂
首
相
の
政
治

外
交
手
腕
や
日
米
関
係
、
あ
る
い
は
旧
軍
関
係
者
と
の
関
係
に
注
目
し
た
も
の
が
多
く
、
ま
だ
研
究
の
余

地
は
大
き
い
。

旧
帝
国
陸
海
軍
の
対
立
を
熟
知
し
て
い
た
吉
田
は
、
そ
の
再
現
を
避
け
る
べ
く
単
一
の
幹
部
養
成
機
関

と
し
て
保
安
大
学
校
（
現
・
防
衛
大
学
校
）
を
設
立
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
三
自
衛
隊
の
独
自
性
と
そ

れ
に
基
づ
く
利
害
関
係
に
よ
る
対
立
は
避
け
が
た
く
、
そ
れ
が
問
題
を
生
ん
で
も
き
た
。

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
の
際
に
も
救
援
活
動
に
あ
た
っ
た
が
、
実
は
こ
の
時
、
発
足
以
来
初
め

て
陸
上
・
海
上
自
衛
隊
の
統
合
運
用
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
必
要
性
は
長
い
間
叫
ば
れ
て
き
た
も
の
の
、

実
現
に
は
長
い
年
月
を
要
し
た
背
景
に
あ
る
の
が
、
陸
上
・
海
上
・
航
空
の
三
隊
の
個
別
事
情
で
あ
る
。

三
隊
揃
っ
て
同
時
に
発
足
し
た
と
は
い
え
、
そ
こ
に
至
る
経
緯
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
そ
の
違
い
が
各
隊

の
”
組
織
文
化
“
に
大
き
く
影
響
し
て
き
た
。
ま
た
、
と
り
わ
け
陸
自
に
お
い
て
は
定
員
の
確
保
が
難
し
く
、

今
日
も
募
集
活
動
の
困
難
は
続
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
背
景
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
三
自
衛
隊
の
創
設

と
発
展
の
経
緯
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
戦
後
の
防
衛
体
制
の
根
幹
た
る
自
衛
隊
の
創
設
・
発
展
の
さ
ら
な
る
研
究
は
、
単
に

過
去
を
知
る
と
い
う
意
味
で
の
歴
史
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
日
の
自
衛
隊
の
抱
え
る
問
題
の
根
幹
に
迫

る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
貴
重
な
史
料
を
収
め
て
い
る
本
資
料
集
は
、
今
後
の
研
究
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
不
開
示
（
い
わ
ゆ
る
「
黒
塗
り
」）
の
部
分
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て

お
り
、
現
時
点
で
の
政
府
の
公
文
書
公
開
に
対
す
る
消
極
姿
勢
の
一
端
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
他
の
史
料

等
か
ら
推
察
で
き
る
部
分
も
今
日
で
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
う
し
た
点
は
今
後
、
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

と
は
い
え
、
本
資
料
集
に
収
め
ら
れ
た
史
料
は
、
現
時
点
に
お
け
る
最
良
の
も
の
で
あ
り
、
自
衛
隊
の

発
足
の
経
緯
と
発
展
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
戦
後
日
本
の
歩
み
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
貴
重
な

史
料
の
活
用
に
よ
っ
て
研
究
が
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

●
自
衛
隊
・
保
安
隊
の
前
身
で
あ
る
海
上
警
備
隊
、
警
察
予
備

隊
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
創
設
の
経
緯
を
記
録
し
た
Ｙ
委
員

会
文
書
及
び
各
連
隊
等
の
公
式
史
を
影
印
形
式
の
プ
リ
ン
ト

版
と
電
子
書
籍
の
双
方
で
刊
行
。

●
Ｙ
委
員
会
文
書
（
一
九
五
〇
〜
一
九
五
二
年
）
は
、
長
い
間
海

上
幕
僚
監
部
で
保
管
さ
れ
、
近
年
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
に

移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
文
書
は
、
海
上
保
安
庁
内
で

極
秘
に
進
め
ら
れ
た
海
軍
力
再
建
に
つ
い
て
、
充
足
す
べ
き

人
員
、
艦
艇
、
航
空
機
の
数
、
必
要
と
な
る
予
算
、
教
育
な

ど
に
つ
い
て
、
綿
密
に
協
議
し
た
記
録
を
残
し
て
い
る
。

●
警
察
予
備
隊
の
各
連
隊
史
（
一
九
五
二
〜
一
九
五
四
年
）
は
、

保
安
隊
へ
の
移
行
を
契
機
と
し
て
、
二
年
間
の
活
動
成
果
を

ま
と
め
た
も
の
と
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
各
連
隊
の
設
置
の
経

緯
、
隊
員
の
募
集
、
装
備
・
訓
練
、
米
軍
か
ら
の
協
力
、
地

域
社
会
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
写
真
と
と
も
に
詳
細
に
記

述
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
公
開
基

準
に
基
づ
き
、
一
部
に
不
開
示
（
黒
塗
り
）
と
さ
れ
た
箇
所

も
含
ん
で
い
る
。

●
最
終
巻
に
監
修
者
に
よ
る
解
説
を
附
す
。

●
内
容
の
一
例

▼
「
Ｙ
委
員
会
文
書
」

旧
海
軍
残
務
処
理
機
関
に
お
け
る
軍
備
再
建
に
関
す
る
研
究
経
過

覚
／
航
空
部
隊
の
人
員
兵
器
の
配
備
標
準
／
所
要
兵
力
量
の
算
定
基

礎
／
日
本
再
軍
備
に
対
す
る
私
案
／
他

▼『
警
察
予
備
隊
松
本
部
隊
史
第
2
連
隊
』

創
設
の
経
緯
／
人
事
／
調
査
／
訓
練
／
演
習
場
、
射
撃
場
に
つ
い

て
／
年
間
主
要
事
項
／
他

本 文
見 本

約80％に縮小


